【電気機械器具製造業】
職種：加　工　　職務：レーザ加工

【概要】

　レーザ加工とは、炭酸ガスレーザなどの高エネルギーのレーザを用いて、穴あけや切断などの精密加工を行う仕事。光による熱加工であるレーザ加工は、素材に対して非接触でひずみや変形をほとんど与えない方法であるため、薄板やゴムなどの精密加工や多品種少量生産のプレス向き製品などの精密加工に優れている。

【仕事の内容】

　レーザには発光媒質の種類によって様々な種類があるものの、レーザ加工機として使用されているものはＹＡＧレーザ加工機や炭酸ガスレーザ加工機の２種類がほとんどである。　　

　レーザ加工の仕事はいずれの機械もほぼNC化されており、多くの操作はCRT操作盤を使って行われる。NC機の操作では、機械の運転（レーザ加工作業）に先立ち、加工順序や研削条件の決定の結果をコントロールパネル（操作盤）にプログラミングするという段取りが必要となる。加えて、レーザ加工機の設備の点検、機器各部の注油、工具のメンテナンスなどの仕事も含まれる。

（1） 【求められる経験・能力】

（2） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。中学や高校を卒業してすぐに入職する者が中心であるが、最近では未経験の中高年者が他職種から転職してくる場合もある。

（3） レーザ加工の技能者として必要な特別な能力や条件は必要ないが、普通の体力を持った人で、機械操作やモノづくりに興味を持った人に向いている。また、機械操作がほとんどNC化されているため、パソコンなどの初歩的な知識があることが望ましい。

【関連する資格・検定等】　

　　（該当する資格・検定なし）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　５５１　金属工作機械工

　　　　　　　

